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あなたと市政をむすぶ広報うおづ毎月 1日発行通巻603号 平成 8年 2月 1日発行

シリーズ 2000年国体の主役だち…⑩

市民スキー教室ガT月21日¥宇奈月温泉スキー場で開か

れました。小学生から一般まで43人ガ参加し¥指導員の先

生から一日みっちりとコーチをうけましだ。

小 -中学生を対象にしだジユ二戸ポール教室で‘は¥レー

スを想定しだ練習ガ行われ¥参加者はポールに果故にチャ

レンジしていましだ。



山田真未さん

子
供
の
心
が
わ
か
る
幼
稚
園
の

先
生
に
な
り
た
い
。
が
ん
ば
っ
て

勉
強
し
な
く
ち
ゃ
。
お
嫁
に
も
い

き
た
い
な
。

魚
津
の
良
さ
は
自
然
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
こ
ろ
。
だ
け
ど
、
若
者

が
出
か
け
る
所
や
遊
ぶ
所
が
少
な

い
。
ド
ラ
イ
ブ
が
好
き
で
金
沢
に

よ
く
遊
び
に
行
く
け
れ
ど
、
あ
ん

な
街
づ
く
り
を
参
考
に
し
て
欲
し

い
で
す
ね
。
大
型
の
レ
ジ
ャ
ー
施

設
も
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

仏国 ・学生

成

人
と
い
っ
て
も
実
感
が
わ
か

な
い
が
、
今
ま
で
ど
お
り
仕
事
も

遊
び
も
全
力
投
球
で
い
き
た
い
。

友
達
の
多
く
は
県
外
に
出
て
い
る

の
で
、
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
気
が
す

る
。
み
ん
な
を
集
め
て
ワ
イ
ワ
イ

と
騒
ぎ
た
い
。

魚
津
は
も
と
も
と
漁
業
と
商
業

を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
町
。
今

後
は
、
魚
津
駅
周
辺
ば
か
り
で
な

く
、
文
化
町
や
中
央
通
り
な
ど
も

再
開
発
し
て
欲
し
い
。

油本淳子さん

六郎丸 ・学生

洋

装
屈
な
ど
の
庖
を
持
つ
こ
と

が
夢
。
海
外
旅
行
も
し
て
み
た
い

な
。
と
り
あ
え
ず
は
ア
メ
リ
カ
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
に
行
っ
て

み
た
い
。

魚
津
は
落
ち
着
け
る
ん
だ
け
ど
、

良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
変

わ
り
が
な
い
と
い
う
感
じ
が
し
ま

す
。
特
徴
が
な
い
と
い
う
の
か
、

市
全
体
で
こ
れ
に
か
け
て
い
る
と

い
う
も
の
が
感
じ
ら
れ
な
い
で
す

ね
。

新たな権利、

そして責任

III 
新村光政さん

住吉 ・会社員

今

ま
で
以
上
に
社
会
人
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
コ
ツ
コ
ツ
と
マ

イ
ペ
ー
ス
で
仕
事
を
し
て
い
き
た

い
。
今
、
最
近
や
り
始
め
た
ゴ
ル

フ
に
夢
中
。
も
っ
と
練
習
し
て
、

早
ぐ
人
並
み
に
ラ
ウ
ン
ド
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
。

魚
津
は
、
す
ば
ら
し
い
自
然
に

抱
か
れ
た
と
て
も
住
み
や
す
い
所
。

で
も
、
遊
ぶ
場
所
が
少
な
い
。
ボ

ー
リ
ン
グ
場
や
映
画
館
な
ど
を
復

活
さ
せ
て
欲
し
い
な
:
:
:
。

平
成

8
年
魚
津
市
成
人
式
ガ
オ

月
刊
日
¥
新
川
文
化
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ

¥
8
8
5
名
(
男

4
6
9名

・
女
4
416
名
〉
の
皆
さ
ん
が
新

た
に
大
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
だ
。

広
報
う
お
っ
で
は
別
世
紀
を
担

う
皆
さ
ん
に
¥
成
人
に
当
芝
つ
て

の
抱
負
や
夢
¥
魚
津
市
の
印
象
な

ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

内生蔵美保さん

緑町 ・学生

法

律
を
学
ん
で
い
る
の
で
そ
の

関
係
の
資
格
を
取
り
た
い
。
海
外

へ
も
行
っ
て
み
た
い
。
や
り
た
い

こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
れ
ど
、

き
ち
ん
と
自
立
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

魚
津
の
自
然
は
好
き
で
す
。
水

や
空
気
も
お
い
し
い
し
。
だ
け
ど

も
う
少
し
都
会
的
に
な
っ
て
欲
し

い
。
以
前
は
映
画
館
も
あ
っ
た
の

に
。
図
書
館
な
ど
も
り
っ
ぱ
な
も

の
に
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

a 
ZL::了ぷi;ffffJ;2Jif?:ぷTJJZ
バチさばきを披露しましたo



〉
}
り
あ
え
ず
車
の
免
許
を
と
る

こ
と
。
そ
れ
と
簿
記
や
販
売
士
の

資
格
を
と
る
こ
と
が
当
面
の
目
標
。

自
分
を
生
か
せ
る
職
業
に
就
く
の

が
夢
で
す
。

魚
津
は
、
初
年
間
住
み
続
け
て

き
た
所
。

ほ
か
で
生
活
し
よ
う
と

は
思
わ
な
い
。

こ
れ
か
ら
は
、
も

っ
と
商
庖
街
を
活
性
化
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。
富
山
市
の
よ

う
に
夜
遅
く
ま
で
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ

で
き
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

毅さん古川

看
護
学
校
で
学
ん
で
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
考
え
を
く
み
取
っ
て

ケ
ア
し
て
い
け
る
よ
う
な
看
護
婦

が
夢
。
勉
強
だ
け
で
な
く
ス
ポ
ー

ツ
で
も
遊
び
で
も
、
今
し
か
で
き

な
い
こ
と
を
精
一
杯
や
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

魚
津
に
は
山
も
あ
り
海
も
あ
り
、

金
沢
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
落
ち
着

く
け
れ
ど
、
も
う
少
し
活
気
が
欲

し
い
。
ウ
イ
ン
ド
ー
シ
ョ

ッ
ピ
ン

グ
が
で
き
る
街
に
な
っ
て
欲
し
い
。

本新 ・学生

広瀬智子さん

885名の新だな出発、
A斗

・4

月
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
の
会
社
に
就
職
し
ま
す
。

新
し
い
ソ
フ
ト
を
開
発
し
、
富
山

か
ら
世
界
に
情
報
発
信
す
る
の
が

夢
で
す
。

海
と
山
が
す
ぐ
近
く
に
あ
り
、

人
情
味
あ
ふ
れ
る
人
が
住
む
魚
津

の
街
。
す
ば
ら
し
い
環
境
を
大
切

に
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

も
ら
い
た
い
。
若
者
が
た
く
さ
ん

集
ま
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン

サ
ー
ト
を
も
っ
と
や
っ
て
欲
し
い
。

大海寺野村・学生

優良宥年表彰受彰者

問ら)常連ZFA団長)

究2雪ぷ会主事)
林静香さんホーム友の会副会長)
(布勤労者少年オ

選

挙
権
が
与
え
ら
れ
る
か
ら
、

ま
ず
政
治
に
つ
い
て
勉
強
し
て
み

た
い
。
今
ま
で
何
も
知
ら
な
か
っ

た
で
す
か
ら
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
旅
行

も
し
た
い
で
す
ね
。

パ
ス
ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事
柄
、

魚
津
の
蚤
気
楼
は
全
国
の
人
に
知

っ
て
欲
し
い
。
希
望
と
し
て
は
、

世
代
に
関
係
な
く
参
加
で
き
る
行

事
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
遊
園

地
や
買
い
物
が
楽
し
め
る
場
所
も

欲
し
い
で
す
ね
。

諏訪町 ・学生

川島志保さん

青島 ・会社員

式
で
は
¥
新
成
人
者
代
表

の
一
旗
田
博
之
さ
ん
(
六
郎
丸
)

に
、
石
川
市
長
、
ガ
記
念
の
戸

ル
パ
ム
を
贈
つ
だ
後

¥
3
名

の
方
、
ガ
優
良
青
年
表
彰
を
受

け
ま
し
だ
。
祝
辞
に
続
い
て

北
村
千
佳
子
さ
ん
(
新
角
川
)

ガ
「
社
会
人
と
し
て
の
自
覚

を
高
め
¥
自
ら
人
生
を
切
り

開
い
て
い
く
つ
も
り
で
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
だ
。

ηο
月
で
卒
業
。
残
さ
れ
た
学
生

生
活
を
思
い
つ
き
り
エ
ン
ジ
ョ
イ

し
た
い
。

4
月
か
ら
は
社
会
人

1

年
生
。
今
ま
で
の
よ
う
な
甘
え
は

許
き
れ
な
い
と
思
う
。
自
分
自
身

の
行
動
に
責
任
を
持
ち
た
い
。

今
の
魚
津
に
は
、
活
気
が
不
足

し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
若
者
か
ら

見
て
も
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
欲
し
い
。
生
活
関
連
で
は
、

道
路
網
の
整
備
が
課
題
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

a 

谷口慎治さん

東尾崎 ・学生
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2
月
四
日
(
金
)
E
B
3
月
四
日
(
金
)

今
年
も
税
金
の
申
告
を
す
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
所
得
税
の

確
定
申
告
や
市
・
県
民
税
の
申
告
期
間
は
、

2
月
日
日
か
ら

3
月

日
日
ま
で
で
す
。
期
限
内
に
、
忘
れ
ず
正
し
い
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。

申
告
相
談
の
際
に
は
、
給
与
所
得
や
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。企申告相談はお気軽にお越しください。

市
県
民
税
の
申
告

-
申
告
が
必
要
な
方

①
営
業

・
事
業
所
得
の
あ
る
方

②
給
与
所
得
の
ほ
か
に
農
業
や
不

動
産
な
ど
の
所
得
の
あ
る
方

③
雑
損
や
医
療
費
な
ど
の
控
除
を

受
け
よ
う
と
す
る
方

④
給
与
支
払
報
告
書
、
ま
た
は
公

的
年
金
な
ど
の
支
払
報
告
書
の

提
出
が
な
か
っ
た
方

-
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方

①
税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
さ
れ
る
方
、
ま
た
は

提
出
さ
れ
た
方

②
会
社
や
事
業
所
な
ど
勤
務
先
で

源
泉
徴
収
を
さ
れ
て
い
る
方

③
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
て

い
る
方

-
申
告
は
正
し
く
、
お
早
目
に
/

市
県
民
税
の
申
告
書
は
、
2
月

中
旬
に
配
布
し
ま
す
。
同
封
の
「
申

告
書
の
書
き
方
」
を
よ
く
読
ん
で
、

必
要
事
項
を
正
し
く
記
入
さ
れ
、

3
月
日
日
ま
で
に
市
役
所
税
務
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
申

告
相
談
所
は
大
変
混
雑
し
、
長
時

間
待
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
申
告
は
で
き
る
だ
け
早
く

済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の

確
定
申
告
と
還
付
申
告

-
確
定
申
告
が
必
要
な
方

①
事
業
を
し
て
い
る
方
や
不
動
産

収
入
が
あ
る
方
、
不
動
産
を
売

っ
た
方
な
ど
で
、
昨
年
中
の
所

得
合
計
が
基
礎
控
除
や
配
偶
者

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
合
計
を

平
成
7
年
魚
津
市
の

火
災
・
救
急

火
災
発
生
件
数
は
日
件
(
建
物

火
災

9
件
)
で
、
平
成

6
年
よ
り

2
件
減
少
し
ま
し
た
。

救
急
出
動
件
数
は

9
8
6件
で
、

1
日
平
均
に
す
る
と

2
・
7
件
で

す
。
平
成

6
年
よ
り
臼
件
増
加
し
、

過
去
最
高
の
出
動
件
数
と
な
り
ま

し
た
。

救急、の概況

区分 出動件数搬送人員

急、 病 517 {牛 497人

交通事故 225 255 

一般負傷 144 132 

その他 100 94 

合計 986 978 

海難救助船出動状況

月・日 事故原因 出動場所
救助
人員

6. 2 推 進器障害 生地鼻灯台沖 4人

6.10 浸水転覆 経団漁 i巷沖 l 

12.22 推 進器障害 入善横山沖 1 

a 

区 分 平成 7年

火 災 件 数 15 {'I' 

建 サ拘 9 

車 両 4 

林 町'

その他

焼損棟数 10械

全 よ尭

半 焼

部分焼 6 

ほ、 や 2 

焼損面積 184 m' 

J員 量Eコ三 客員 26，867千円

建 物 24，464 

車 両 2，403 

死 者 4人

負 (毎 者 2人

火災の概況



超
え
る
方

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年

収
が

2
、

0
0
0
万
円
を
超
え

る
方

③

2
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
る
方

④
給
与
以
外
の
所
得
が
、

2

0
万

円
を
超
え
る
方

-
還
付
申
告
が
で
き
る
方

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、

医
療
費
控

除
や
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る

方
②
年
の
途
中
で
退
職
し
た
た
め
に

年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
方

③
所
得
の
少
な
い
方
で
、
配
当
な

ど
の
所
得
の
あ
る
方

税の

申告相談所を

開設レま宮

会場

期間

特
別
減
税
が

実
施
さ
れ
ま
す

-
特
別
減
税
と
は

特
別
減
税
は
、
平
成

7
年
分
所

得
税
の
納
税
者
に
対
し
て
、
原
則

と
し
て
、
所
得
税
の
日
%
相
当
額

を
納
付
す
べ
き
所
得
税
額
か
ら
控

除
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
日
%
相
当
額
が

5
万

円
を
超
え
る
場
合
に
は
、

5
万
円

が
限
度
と
な
り
ま
す
。

平
成

7
年
分
の
所
得
税
額

×
 

「
D
/
h
v

t
E
O
'
 

一一

特
別
減
税
額
(
最
高

5
万
円
)

-
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
へ

平
成

7
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
書
に
は
、

「
特
別
減
税
額
」
欄

が
設
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
特
別

減
税
額
の
控
除
漏
れ
や
計
算
誤
り

が
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

勤
務
先
で
年
末
調
整
を
さ
れ
た

給
与
所
得
の
あ
る
方
が
申
告
す
る

際
に
は
、
年
末
調
整
で
特
別
減
税

さ
れ
た
源
泉
徴
収
票
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
源
泉
徴
収
票
に
特
別
減

税
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、
記
載

漏
れ
や
控
除
漏
れ
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
給
与
支

払
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

相談日 該当 地区 と ー， ろ」ー

2月20日(火) 片員 地区 片貝公民館

2月21日休) 松倉地区 農協松倉支所

2月22日(木) 天神 地区 農協天神支所

2月23日ω 上野方地区 上野方公民館

2月26日(月) 経団 地区 経団信用農協

2月27日(火) 西布施地区 農協西布施支所

3月4日(月) 下中島地区 農協中島支 所

3月5日(火) 上中島地区 農協中島支 所

午前9時~午後4時

。申告に関する問い合わせ

市役所税務課課税係

ft23-1009 

相談時間

優
良
消
防
団
員
表
彰

1
月
6
日
に
行
わ
れ
た
魚
津
市

消
防
出
初
式
で
、
次
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

V
富
山
県
消
防
定
例
表
彰

海

原

一

高

寺

崎

修

坪

崎

芳

松

川

平

直

作

庚

田

正

一

宝

田

良

次

松

山

利

夫

津

崎

正

一

経

沢

弘

志

室

口

日

出

輝

小
倉

幸

治

石

倉

文

雄

楠

志

津

雄

石

原

芳

男

V
富
山
県
消
防
協
会
魚
津
支
部
長

表
彰

川 梶 藤 本 畠 小 窪 永 溝 飛
上尾田田 山林田田口 世

治 利智義 明和敏憲
一 修 光 也 昭 勝 信 夫 正 良

折

川

政

隆

高

橋

吉

夫

八

倉

巻

馨

坂

木

克

紀

小
林

卓
一

米

国

忠

志

藤

井

信

彦

宮

崎

保

雄

畠

山

昌

幸

航
海
安
全
と
大
漁
を
願
っ
て

a 

魚
津
市
航
海
安
全
大
漁
祈
願
祭

が
1
月

8
日
、
新
川
文
化
ホ
ー
ル

で
関
か
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

V
富
山
県
出
漁
組
合
連
合
会
会
長

表
彰

浦

島

慎

一

V
魚
津
市
出
漁
団
長
表
彰

春
日

貢

漬

住

新

作

海

原

勉

魚

住

俊

光

V
魚
津
市
長
感
謝
状

(
沿
岸
沖
合

漁
業
功
労
)

魚

崎

昌

一

魚

岸

政

雄

海

原

談

辻浦田
口 l崎中

敏梅栄
明吉吉



話題
お知らせ <1.ごさい。

広聴係官23-1015
魚津、経団、道下の 3漁協が

合併し、新しい魚津漁業協同組

合(愛称ーしんきろう漁協)が 1月

1日、発足しました。

8日には、新川文化ホールで発足記念

式が聞かれ、大黒信吉新組合長が「漁協

の存続が危ぶまれるという状況から合併

した。 これからは漁業者の地位向上と生

産力の増強を目指したい」とあいさつ。

新原副知事らが祝辞を述べました。

新漁協は、組合員数1，413人、所属漁船

数149隻、水揚げ高約20億円と、県内では

氷見漁協に次ぐ 2番目の規模となります。

海難救助船雄山丸

最後の出初め式
海の安全を願って、海難救助船「雄山

丸」の出初め式が 1月10日、魚津港南区

(上口補助港)で行われました。

吹雪の中、消防本部救助隊や消防団な

どから約30人が参加。石川市長が「漁業

者などの安全のため頑張ってほしい」と

訓示した後、ダイパーによる潜水救助訓

練や一斉放水訓練などが行われました。

現在の雄山丸は 4代目で、昭和45年に

進水して以来、船や人命救助に活躍して

きました。老朽化したため今年中に廃船

となり、新しい船に更新する予定になっ

ており、今回が最後の出初め式となりま

した。

a 

寒さを吹き飛ばせ
雪 と遊び雪 を楽しもうと、魚津

っ子雪 まつりが 1月21日、市役所

前広場で聞かれました。今年でち

ょうど10回目 。あいにく 雪はあり

ませんでしたが、晴天に恵まれ大

勢の人でにぎわいました。

特設ステージでは、大声大会や

30秒でどれだけ手足を動かせるか

を競う「ふりふり 30秒」などが行わ

れ、子供たちが元気いっぱいに声

を張り上げ、体を動かしていまし

た。広場では宝きがしゲームやお

しくらまんじゅう 、サ ッカーの P

K合戦などがあり、子供たちの歓

声が上がっていました。 うどんや

そばなどの屋台も数多く出され、

行列ができる盛況でした。



魚津市出身の彫刻家大成j告さん

神戸で彫刻再建へ
阪神大震災から 1年がたちましたが、東京

から温かい話題が伝わってきました。

地震では多くの野外彫刻が倒壊しました

が、市内相木出身の周3刻家、大成j告さん(東京

造形大学教授)の作品もそのひとつです。

作品は高き 6mの音叉のような形をした「風

の標識No.4Jて¥三宮駅前にありました。

神戸市民の作品への思い出を聞いた大成さ

んが「ボランティアで再建したしりと申し出、

銀座西六丁目町内会などが募金運動に立ち

上がりました。大成さんはすでに新しい彫刻

の作成に取り掛かっています。募金目標は

3千万円て¥次の口座で受け付けています。

「とみん銀行」銀座支居、普通預金0344737

「風の標識No.4を再建する会」

a 

いじめを考える
まちの

「魚津いじめ対策フォーラム ・

ノマート 1Jが 1月10日、新川文化

ホールで聞かれ、教師や瞥察、PTA、

青少年育成市民会議などから関係者約60

人が参加しました。

市中学校長会の高城修身会長が「いじめ

は学校、家庭、地域等が一体となって取り

組んでいく必要がある」と開催の趣旨を説

明。参加者からは「基本的なしつけがなさ

れていないJ r親同士や学校との連絡を密

に」 などさまざまな意見が出されました。

いじめで転校した子供を持つ父親の体験報

告もありました。

教育委員会では 、フォーラムの内容をま

とめて、小 ・中学生のし、る家庭に配布する

予定にしています。

地域の催しものなど、

企画広報室広報

新年の願いを込めて

小学校 5 ・6年生の書き 初め大会

が 1月13日、村木小学校で行われ、

約160名が参加しました。魚津ライオ

ンズクラブ(川形寿隆会長)が主催し

たもので12回目 。

今年の課題は 5年生が「平和な里」、

6年生が「希望の年」で、児童ら は新

年の願いを込めるように、 真剣な表

情で筆を動かしていました。

両学年とも金賞10人、銀賞 5人が

選ばれ、金賞受賞者は 2月11日に行

われる県大会に出場します。



元
気
く
ん

ラ..，見たまま感じたまま

宮
崎

裕
太
く
ん

(
上
村
木
)

(勇

・
薫
さ
ん
夫
妻
の
長
男
)

平
成
5
年
ロ
月
6
日

生

ま

れ

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

心
豊
か
な
子
に
育
っ
て
ね
。

シドニーで、HAPPY

(魚津市国際交流員

みなさん、お久しぶりですね。

私は、お正月をオーストラリアで過ごしてきました。

オーストラリアのお正月は夏で 夏休みの真ん中にあり

ます。 1月1日だけは祭日になっていて、みんなで自由

に祝います。

日本のお正月は、家族でお節料理を食べたり、初もう

で、に千子ったりするでしょっ 。オーストラリアではクリス

マスは家族で過ごしますが、お正月は宗教と関係なく 、

12月31日の夜、友達とお祝いすることが多くて特別な料

理、習慣などはありません。

毎年12月31日、シドニーで行われるのはオペラハウス

辺りの花火大会です。シドニー湾が花火の光ていたいへん

美しく見えて、見に行けない人のためにテレビでも放送

されます。友達と誰かの家でニューイアズイブのパー

ティーを楽しんだり、飲み屋にライブを聞きに行ったり、

レストランで食事をしたり夜中まで踊ったり、飲んだり

します。真夜中になる10秒前からカウントダウンして12

時にな ったら 「ハッピーニューイヤー」と大きい声で叫

んだり、キスしたりします。 1月1日によくバーベキュ

ーしたり、海に行ったり、ゆっくりしますが二日酔いで

寝ている人もかなりいると思います。

いかがでしょうか。一度、オーストラリアのお正月を

経験してみませんか。 (1月16日 記)

YEAR/ 

へレン・ケネディ)

NEW 

圃‘フ
全国高等学校

文芸コンクール(短歌部門)で

新川女子高校から4人が入賞

あの人

このケ，ι

家族そろって HAPPYNEW YEARノ

a 

優
秀
賞
竹
内
伸
守

.
4

さ
ん

(
3
年
・仏
国
)

カ
ン
カ
ン
ど
遮
断
機
下
り
て
来
る
列
車

見
え
る
は
ず
な
い
ア
イ
ツ
を
捜
す

企左から沢田さん、竹内さん、田村さん、村崎さん

優
良
賞
田
村
直
美
さ
ん

(
3
年
・黒
部
市
)

満
天
の
星
輝
け
る
下
に
し
て

は
た
る
烏
賊
の
群
れ
青
く
光
れ
る

入

選

沢

田

美

穂

さ
ん

(
3
年
・黒
部
市
)

祖
父
祖
母
の
言
い
争
い
を
耳
に
し
て

笑
い
こ
ぼ
れ
る
生
き
る
深
さ
よ

入

選

村

崎

法

香

さ
ん

(
3
年
・西
尾
崎
)

立
山
の
夏
を
知
ら
せ
る
雪
の
壁

一
本
道
を
パ
ス
辿
り
行
く



k、ω 
ーお寄せください -

「疋!いの広場」は 、みなさんに登場し

:ていただくページです。各コーナーに :

出ていただける人やグループを募集し

ています。情報をお寄せください。

:企画広報室広報係 ft 23-1 015 

--~ 

謝辞は、成人者の代表といつことでとてもプレッシャ

ーを感じました。つまく言えたかどっか、とにかく大役

を終えてほっとしています。

成人式では、人それぞれ感じることがあると思います。

私は、 4月から新社会人。気持ちを新たにして頑張りた

いと思っています。

短大では、軟式野球部に所属していました。全国大学

女子野球に出場したことが一番の思い出です。最近、社

会人の女子野球チームができたと聞いています。あまり

うまくはありませんが 私もできれば参加してみたいと

思っています。

趣味は料理を作ること。勤労青少年ホームの料理教室

でみっちりと腕を磨いています。得意料理はグラタン。

私の料理を食べてくれる素敵なボーイフレンドを募集し

ています。

「
通
学
途
中
の
踏
切
り
で
列
車
を
待

っ
て
い
る
時
に
、
こ
の
歌
が
思
い
浮
か

び
ま
し
た
。
自
分
の
心
の
中
を
素
直
に

表
現
し
ま
し
た
」
と
話
す
竹
内
さ
ん
。

彼
女
の
作
品
は
、
昨
年
ロ
月
に
行
わ
れ

た
全
国
高
等
学
校
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
秀
賞
5
点
の
中
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
へ
の
思
い
を
、
高
校

生
ら
し
く
き
わ
や
か
に
表
現
し
た
作
品

で
す
。「小

さ
い
こ
ろ
、

家
族
で
ホ
タ
ル
イ

カ
を
見
た
遠
い
日
の
情
景
を
歌
に
し
ま

し
た
」
と
話
す
田
村
さ
ん
の
作
品
は
、

優
良
賞
口
点
の
中
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

空
と
海
に
広
が
る
幻
想
的
な
光
の
イ
メ

:.1. 

(新角川 ・ポリテクカレッジ2年)

成人式で謝辞を述べた

北村千佳子さん

ー
ジ
が
わ
い
て
く
る
作
品
で
す
。
ま
た
、

沢
田
さ
ん
と
村
崎
さ
ん
の
作
品
も
問
点

の
入
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
回
で
叩
回
目
と
な
る
全
国
高
等
学

校
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
短
歌
の
ほ
か

に
小
説
、
詩
、
俳
句
な
ど
の
部
門
が
あ

り
、
全
国

2
9
3
の
高
校
か
ら

2
、
6

3

8
人
が
参
加
。
短
歌
部
門
へ
は
、
1
、

4
4
4
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ま
さ
か

4
人
も
入
賞
す
る
と
は
:・
。

正
直
な
と
こ
ろ
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募
は
、
国
語
の
授

業
の
中
で
表
現
力
を
養
う
た
め
に
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
今
回
が
2
回
目
で
、
ク

ラ
ス
全
員
が

1
人
3
首
の
短
歌
を
応
募

し
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
は
、
生
徒
た

ち
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
指
導
に
あ
た

っ
た
奥
野
先
生
。

「
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
こ
と
で

興
味
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。
短
歌
は
、

わ
ず
か
白
文
字
の
中
に
、
自
分
の
気
持

ち
を
表
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
だ
け
に
奥
が
深
く
、
難
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
取
り

組
ん
で
み
た
い
で
す
ね
」
と
は
受
賞
し

た
4
人
の
言
葉
。

3
月
に
卒
業
す
る
4
人
に
と
っ
て
、

今
回
の
受
賞
は
卒
業
記
念
の
良
い
思
い

出
と
な
っ
た
事
で
し
ょ
う
。

ス
ワ
ス
っ
ち
ゃ
ん

a 

草
島

あ
き

は

瑛
穂
ち
ゃ
ん

(
木
下
新
)

(
和
幸
・美
佐
子
さ
ん
夫
妻
の
長
女

平
成

5
年

3
月

日

日

生

ま

れ

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

元
気
で
、
素
直
な
子
に
な
っ
て

ね
。



山総 j 総j絞主… ぉ知~せ
農
振
除
外
申
請

2
月
初
日
ま
で
に

農
地
を
宅
地
等
に
転
用
す
る

場
合
に
は
、
事
前
に
農
用
地
以

外
へ
の
用
途
の
変
更
(
除
外
申

請
)
を
行
い
、
県
の
認
可
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
除
外
申
請
の

受
付
を
年
4
回
行
っ
て
お
り
、

今
回
の
受
付
は
、
2
月
初
日
ま

で
で
す
。

申
請
手
続
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

V
間
合
先

市
農
業
水
産
課
振

興
係

mu
n
-
-
0
3
2

標
準
小
作
料
金
の

改
訂

V
適
用
期
間

平
成
8
年
1
月

ロ
日
1
平
成
日
年
1
月
日
日

分区
10 a 当たり

米の収量ω小作料(円)

1 520 24，600 

2 500 20.700 

3 480 16，700 

4 460 12，800 

5 440 8，800 

6 420 4，900 

危
険
物
取
扱
者

保
安
講
習

V
日
時

2
月
幻
日
(
火
)
、
お
日
(
水
)

午
前
9
時
j
午
後
4
時
初
分

V
場
所

魚
津
市
消
防
本
部

V
受
付

2
月
2
日
(
金
)
j

2
月
日
日
(
火
)

V
申
込
・
間
合
先

魚
津
市
消
防
本
部
予
防
課

g
M出

1
0
1

1
9

パ
ソ
コ
ン
教
室

受
講
生
募
集

V

「
一
太
郎
」
コ

l
ス

-
2
月
初
日
(
火
)
j
お
日
(
金
)

文
書
作
成
を
中
心
と
し
た
初

心
者
向
け
ワ
ー
プ
ロ
コ

l
ス

V

「ロ
l
タ
ス

1

・2
・3
」

コ
ー
ス

・
3
月
ロ
日
(
火
)
j
日
日
(
金
)

表
計
算
ソ
フ
ト
の
基
本
的
な

使
用
法
な
ど
を
学
ぶ
コ
ー
ス

V
時
間

午
後
6
時
初
分

i

8
時

ω分

V
定
員

各

コ
l
ス
初
名
(
{
疋

員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
)

V
申
込
・
間
合
先

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

2
M
1
9
5
7
9
(
月
曜
休
館
)

選
挙
管
理

委
員
会
よ
り

お
知
ら
せ

魚
津
市
議
会
議
員
選
挙
な
ど

の
日
程
が
、
次
の
と
お
り
決
ま

り
ま
し
た
。

①
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
の
縦
覧

・
縦
覧
期
間

2
月
お
日
(
金
)
j
3
月
8
日

(
金
)

・
縦
覧
場
所

魚
津
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
(
市
役
所
総
務
課
内
)

①
片
貝
川
沿
岸
土
地
改
良
区
総

代
選
挙

・
告
示
日

2
月
6
日
(
火
)

・
投
票
日

2
月
日
日
(
火
)

①
魚
津
市
議
会
議
員
及
び
市
長

選
挙

・
告
示
日

4
月
比
日
(
日
)

・
投
票
日

4
月
幻
日
(
日
)

※
な
お
、
立
候
補
予
定
者
の
事

務
説
明
会
は
、
3
月
刊
日
(
火
)

に
行
い
ま
す
。

V
間
合
先

魚
津
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
(
市
役
所
総
務
課
内
)

合
お

1
1
0
1
9

角
度
か
ら
、
ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
ト

l
ク
し
て
も
ら
い
ま
す
。

聴
講
は
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

氏
〔
講
師
紹
介
〕

1
9
5
0
年
生
ま
れ
。

一

恵

魚
津
市
北
山
出
身
。
東
京
在
住
。

一

佳

ブ

ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
。

一…

本

主
な
装
丁
に
上
野
千
鶴
子
「女
遊
び
」
、

4
4

マ
リ
|
ア
ス
「操
服
の
ス
ペ
イ
ン
」な
ど
。

/
l
師

エ
ッ
セ
イ
集
「箸
と
風
呂
敷
と
猫
」
の

'
講

著
書
が
あ
る
。

「
着
物
、
箸
、
風
呂
敷
」

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
人
生
を
拓
く

2
月
目
日
(
金
)
午
後
6
時

i

東
京
第

一
ホ
テ
ル
魚
津

市
企
画
広
報
室
秘
書
係

g
n
l
1
0
1
6

、.... 司

〉員

題

と

き

と
こ
ろ

間
合
先

男
女
協
力
社
会
に
対
す
る

「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

魚
津
市
で
は
、
男
女
協
力
プ

ラ
ン
策
定
の
た
め
の
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

V
期
間

2
月
1
日
l
m
日

V
対
象

凶
歳
以
上
の
男
女
6

0

0
人

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
間
合
先

市
企
画
広
報
室
国
際
交
流
・

女
性
係

包
お
l
1
0
1
7

血

住
事
と
育
児

両
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー

2
月
刊
日
(
土
)

午
後
1
時
1
4
時

東
京
第
一
ホ
テ
ル
魚

津

・
内
容

講
演
と
ビ
デ
オ
、
フ

リ
l
ト
ー
キ
ン
グ
で
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

V
間
合
先

市
企
画
広
報
室
国
際
交
流

・

女
性
係

g
n
l
1
0
1
7

-
シ
』
お
守

-
場
所



J
E
T
 

-
会
場

黒
部
市
国
際
文
化
セ

ン
タ

l
H
コ
ラ
l
レ
0

・
内
容

世
界
各
国
の
ゲ
ー
ム
、

料
理
教
室
な
ど

・
参
加
費

大
人
:・

5
0
0
円

高
校
生
以
下
:
:
:
2
0
0
円

V
間
合
先

市
国
際
交
流
員
へ
レ
ン

・
ケ

ネ
デ
ィ

mu
n
-
-
0
1
7

青
年
世
界
フ
工
ス
タ

富
山
県
に
住
ん
で
い
る
外
国

青
年
た
ち
と
、
楽
し
く
交
流
し

ま
せ
ん
か
。

・
と
き

2
月
日
日
(
日
)

午
後
l
時

1
5
時

直F:1吾ヰニ，恒邑串巴
時墨田向1胃平tl

・市政情報テレホン・サービス

ft22-3600 

.キャプテン・サービス

市役所ロビー ・水族館無料休憩

所

・求人テレホン・サービス

男(月~木)・女(金・土)

宮 24-8841

・税務テレホン・サービス

怨 0764-31-9222

・健康テレホン・サービス

宮 0764-42 -0003 

2 月のテーマ

(月) 咳はどうして出るの

(刈無菌性髄膜炎

休) 乳房のしこり

(木) 乳歯の大切さ

位当 お年寄りの立ちくらみ

(土・日)上手な入浴法

不
周
目
安
換

V
ゆ
ず
り
ま
す

・
ポ
ッ
ト

・
電
気
ス
ト
ー
ブ

-
オ
ル
ガ
ン

-
す
べ
り
台

V
も
と
め
ま
す

・
子
ど
も
用
図
鑑

V
申
込
・
問
合
先

行
政
係

企
お
l
1
0
1
9

気軽にご相談を/

「相続量記・遺書」の

無料相談曾
2月24日(土)

午前10時~午後 3時

魚津市民研修センタ一

間合先 ・県司法書士会

~0764 (31) 9332 

北陸新幹線「スーパー特急」

魚津駅停車実現に向けて

魚津駅の利用にご協力を ノ

今月の納税
引 2月29日までゆ

市
総
務
課

2
月
の

L
Pガ
ス

保
安
調
査

V
実
施
地
域
:
・
経
団
地
区
(
経

団
西
町

・
経
田
中
町
)
道
下

地
区
(
釈
迦
堂

・
駅
前
新
町
)

V
間
合
先

県
L

P
ガ
ス
保
安
セ
ン
タ
ー

新
川
支
所

公
μ
|
5
3
4
0

下水道の納期案内

(第4期分)

~2月四日まで恥

匡歪主E国

a 

l~~ ご寄付ありがとう
ございました く制?J;阿佐川 、

砂善意銀行へ

宮嶋 利明友道

友田道治新角川二丁目

北陸銀行魚津駅前支庖

紺屋町ときわ会

魚津筈察署

愛の募金箱魚津笹察署

附松原庄松村木町

新川水僑信用金庫信金会

魚津漁業協同組合婦人部一同

北陸銀行魚津支庖北親会

谷口貞夫江口

魚津市美術文化協議会

側浜住{政夫港町

紺屋町婦人会

魚、浦 正火の宮町

水野敏夫下村木町

中村かづえ 上村木二丁目

大町小学校育友会

魚津市ボランティア連絡協議会

桝|崎クリニ ック 北鬼江

魚津第二保育園職員一同

魚津埋没林博物館

上口 2.ギャンブラ-

高縁茂夫金山谷

桑山み よ 中央通り 二丁 目

朝野甚一東町

加積富士グループ

砂社会福祉基金として

奥村義一宮津 50，000円

普明会教団高岡支部小杉町 50，000円

本江校下老人クラブ連合会 114，123円

魚浦 正火の宮町 50，000円

オーアイ工業労働組合本江 27，082円

魚津工業高校インターアクトクラブ 104，856円

宮 文雄中央通り 50，000円

小坂勝朗文化町 50，000円

北山やよひ 中央通り 100，000円

佐藤みつえ友道 3，000，000円

砂青少年のための図書購入費として

国際ソロプチミスト富山一東 50，000円

砂高齢者交通安全対策事業費として

(附ノースランド吉島 500，000円

砂救急業務充実のための費用として

加藤久H青本 新 200，000円

50，000円

10，000円

5，846円

7，506円

1，446円

15，545円

100，000円

50，000円

10，000円

34，081円

10，000円

30，000円

60，000円

2，880円

50，000円

50，000円

20，000円

50，000円

30，000円

30，000円

4，200円

2，615円

3，814円

50，000円

20，000円

50，000円

富士 りんご30kg



一
一
一
鎗
ル

白書一ー明

紙
回
-
p
m

2月の日曜開館 ζ 
25日 ζ

26日(月曜日)は休館です。(c

ち
ょ
っ
と
夜
ふ
か
し

あ
と

1
ペ
ー
ジ
・
:
・
:
⑪

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
〉

日
本
経
済
は
生
き
残
れ
る
か

N
H
K
取
材
班

命

の

プ

リ

ズ

ム

読

売

新

聞

社

蓮
如
北
陸
路
を
行
く

浅
倉
喜
祐

た

の

し

い

は

が

き

絵

原

綾

心

を

蘇

ら

せ

る

河

合

隼
雄

親
子
の
ト
ラ
ブ
ル

Q
&
A吉

田
睦
子

0- 宣言題@ー耐- 0

老

の
道
つ
れ

沢
村

貞
子
著

愛

妻

記

新

藤

兼

人

〈
文
学
・
小
説
〉

秀

吉

と

お

ね

堀

和

久

有
田
芳
生
私
の
取
材
ノ

l
ト

日
本
ジ
ジ
バ
パ
列
伝
清
水
義
範

窓

の

む

こ

う

に

平

岩

弓

校

旦

那

さ

ま

大

事

僑

田

寿

貨

子

抵
抗
(
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
)

林

葉

直

子

寒

窓

軒

上

泊

黄

色

い

雨

草

薙

渉

星

の

衣

高

橋

治

〈
富
山
の
本
〉

と
や
ま
家
づ
く
り
の
本
%
年
版

合
掌
の
里
写
真
集

北
日
本
新
聞
社

高
山
線
の

ω年
田

中

泰

三

〈
コ
ン
パ
ク
ト
・
デ
ィ
ス
ク
〉

勝
負
師

・
ギ
ャ
ン
ブ
ラ

lシ
ャ
乱
Q

松
任
谷
由
実

田
村
直
美

N'カ
ト
ーミF

:/ 

ド
つ

敗戦直後、女優と記者が東

京へ駈け落ち。無一文からの

出発。そして映画全盛時代に

も、次々と襲ってくる労苦を

二人で乗り切っていく-。

夫の急逝後、夫婦のj戻と笑

いの道のりを、伸びやかな語

り口で綴ってあります。

ミ
ラ
ク
ル
ダ
イ
ビ
ン
グ

ジ
ュ
デ
ィ
ア
ン
ド
マ
リ

l

懐
か
し
の
童
話
ベ
ス
ト
初

貸
し
出
し
は
、

3
冊
ま
で

2
週

間
(
∞
は

1
週
間
)
で
す
。

図
書
簡
富
盛

時
事
英
語
を
読
む
会

9
日
(
金
)

朗
読
録
音
研
修
会
日
日
(
火
)

古
文
書
解
読
会

日
日
(
火
)

川
柳
教
室

凶

日

(

水

)

戸
島
家
文
書
研
究
会
問
日
(
月
)

源
氏
物
語
を
読
む
会
お
日
(
日
)

草
が
な
原
本
で
よ
む
読
書
会

幻
日
(
火
)

※
「
朗
読
録
音
研
修
会
」
と
「
源

氏
物
語
を
読
む
会
」
は
午
前
日
時

か
ら
。
そ
の
ほ
か
は
、
午
後
1
時

初
分
か
ら
で
す
。

仏
以
れ
れ
ば
む

6
日
(
火
)
映
画

メ
イ
プ
ル
タ
ウ
ン
物
語

日
日
(
火
)
工
作
メ

ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
を
作
ろ
、
っ

加
日
(
火
)
映
画

お
こ
ん
じ
よ
う
る
り

幻
日
(
火
)
工
作
円
ば
ん
を
作

っ
て
飛
ば
そ
う

午
後
4
時
1

幼
児

・小
学
生

-
と
き

・
対
象

⑧
 
児
童
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

休
館
日
・
月
曜
日
と
祝
日

8
n
l
2
4
0
2
 

か
も
め
児
童
セ
ン
タ
ー

g
n
l
1
7
7
7
 

」
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

台
お
も
し
ろ
科
学
実
験
教
室

・3
日
(
土
)

午

後

2
時
j

静
電
気
を
体
験
し
ょ
、
っ
。

古
な
わ
と
び
大
会

-
m日
(
土
)
午
後
l
時
初
分
ー

な
わ
を
使

っ
て
、
い
ろ
い
ろ

な
と
び
方
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
グ

各
自
、
な
わ
を
持
っ
て
き
て
ね
。

す
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

-
3
月
刊
日
(
日
)

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
で
世
話
を

し
て
く
れ
る
友
達
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
(小
学
4
年
生
以
上
)

合
親
子
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

・4
日
(
日
)
、
お
日
(
日
)

午
後
2
時
j

3
時

定
員

ω人
。
申
し
込
み
は
セ

ン
タ
ー
ま
で
。
無
料
で
す
。

合
お
も
し
ろ
チ
ャ
レ
ン
ジ
予
選

A
S
A
 

.μ
日
(
土
)

午
後
l
時
初
分
1

3
名
一
組
で
申
し
込
ん
で
ね
。

優
勝
チ
ー
ム
は
、
県
大
会
に
出

場
で
き
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
参
加

し
て
ね
。

2月11日-3月4日

魚津水族館特別展示室

委気楼の見える街

2月の魚津の朝市は

1 1日(白)

a 

午前8時~
魚津港魚市場



市民無料相談(FZ)
炉市民相談 月~金H在日 9時-17時

炉行政相談 第l・第3木砧!日 13時-16時

炉法律相談(予約制)第 4火111'11日 13H寺-16時

いずれも市役所市民相談室 ft23-1015

1:I 1:I 1:I 

惨人権相談 第2金1111，1日 13時-1611寺

サンプラザ 3階スタジオ広場

開合先 富山地方法務局魚津支局窓22-0461

惨教育相談 月~金IIN日 9時-16時

第1・第3土IIN日 9時-1211寺

魚津市教育センタ- ft23-1717 

惨母子・家庭・児童相談 月~金IIN日 9時-16時

市役所社会制祉課 ft23-1006

セセセ

炉就業相談 火・水・金IIN日 9時-16時

市役所商工観光謀 ft23-1025 

惨高年齢者職業相談 月~金H占!日 9時-17時

市役所高年齢者職業相談室 fi22-2200内線164

炉パート雇用相談 月~金IINB 9時-17時

ぞート雇用センタ-(サンプラザl階)ft22-8152 

炉住宅相談 第2水IIN日 10時-16時

市役所第 4会議室

間合先魚津地域住宅相談所 ft22-5078 

惨暴力団に関する相談 第4金IIN日 13時-1611寺

市役所第 3会議室

間合先 市役所市民生前課 ft23-1004 

炉交通事故の相談

魚津市交通センタ- ft22-1747 

月~金1111，1日 911寺-17時

富山自動車保険請求相談センター

富山市フコク生命第2ビjレ6階 fi0764-32-2294

月~金11ft日 9時30分-16時40分

0弁護士相談 第2 ・ 4木 IIt~ 日 1 3時 - 1 611寺

県民相談室(総合庁舎内)ft24-5311内線250

第 3水IIt，l日 1011寺-1511寺

炉健康・介護相談

水曜日 9時-11時健康センタ-

惨福祉・介護相談 常時 (24時間)

在宅介護支援センタ- ft24-8484 

炉心の相談 月~金曜日 9時-16時

炉エイズ相談 月~金曜日 9時-16時

検査日 ・火暇日 13時-15時

いずれも 魚津保健所 ft24-0359

魚津市社会福祉協議会の

総合相談センター(百楽荘内)

月~金曜日 9 時~16時 ft23-0899

催物のご案内
ft23-1123 

(火曜日休館)

一 父のふるさとに奏でる岩城宏之の世界N-

クラシックの散歩道

2月11日細 15:00開演

曲目:ヴィパルデイ「四季」など

S席3，500円・A席2，500円・学生席1，500円

2月 |活力ある農業づくりをめざしてグ I (小ホール)I市農業委員会
す |魚津市農地流動化推進大会 I\íJB/~\oo:J IIIJ ~ m;' mi2 

マーチングバンドの祭典 |全席自由

ウインターマーチング'961(課戸
18席

爆笑・涙・ギャグの120分 1 5~'300円
tA席

吉本新喜劇&. 1 4~800円
|自由席

バラエティーショー 1 4~Ó'öO円
(いずれも前売)

間
四
円
一ゆ

17日
(日)

新川文化ホール
14: 00-I ft23-1123 

'ν
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ミューむ勺勺・弓レ手
地域の音楽家が出演する

ミニコンサートです

毎週土曜日・正午

2月のメニュー
入場無料

3日:楽しもう幸ピアノコンサート

10日:シャンソンはお好き?

17日:ウインターミュージックランド

24日:洗足プロムナードコンサート III

⑧ ⑩ ⑧ ⑧ ⑧  
市民バドミントン大会|ハンディ卓球大会
2月18日(日)午前8時30分~

魚津市総合体育館

種別

く団体戦〉 男子・女子ダブルス

く個人戦〉 中学の部(男・女)

一般男子 ・女子の部

35歳以上男子の部

家庭婦人の部

参加資格 市内に在住または

勤務している方

申込方法 2月14日までに魚

津市総合体育館へ

(ft22-1263 ) 

間合先 市バドミントン協会

保要までft22-3728

自

2月4日(日)午前9時~

魚津市総合体育館

参加資格 卓球愛好者

(市外の方も可)

試合方法 実力に応じ 、ハン

ディを付-けてのリーグi践

参加料 一般 600円

高校生以下 300円

申込方法 当日会場で受付

間合先

市卓球協会事務局

(盛ft24-2340(小松まで)

(初公22-2006(武限まで)



み
5ん
震震 のな
2国
l保

保
険
税
の
納
付
は

必
ず
期
日
内
に

国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
保
に

加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
が
、
安

心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
に
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
財
源

で
す
。

滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
医
療
費
の

支
払
い
に
重
大
な
支
障
を
き
た
す

ば
か
り
で
な
く
、
き
ち
ん
と
納
め

て
い
る
方
と
の
負
担
の
公
平
を
欠

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
財
源
を
大
切
に
使
う
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
納
期
内
に
保
険
税

を
納
め
る
こ
と
は
、
加
入
者
の
皆

さ
ん
の
健
康
な
く
ら
し
を
守
る
第

一
歩
と
な
り
ま
す
。

保
険
税
の
納
付
は
必
ず
期
日
内

に
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

納
付
が

困

難

な

方

'̂' 

災
害
な
ど
特
別
の
事
情
に
よ
り
、

保
険
税
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

早
め
に
市
税
務
課
窓
口
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

〔国保税は期日までに納めましょう〕保
険
税
を

納
め
な
い
で
い
る
と

0
財
産
の
差
し
押
さ
え

| まの

21す年財
月 | 竺要
は| 存差
LJ っし

こ押
とさ
カf え
あな
りど

特
別
の
事
情
が
な
い
の
に
、
保

険
税
を
長
い
間
納
め
な
い
場
合
に

は
、
次
の
よ
う
な
措
置
を
取
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

0
保
険
給
付
の
差
し
止
め

国
保
税
の

第

4
期
分
の

納
期
で
す

療
養
費
、
高
額
療
養
費
、
出
産

育
児
一
時
金
な
ど
、
国
保
で
行
っ

て
い
る
保
険
給
付
の
全
部
ま
た
は

一
部
を
差
し
止
め
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

納
期
限

2
月
初
日

こ
ん
な
と
き
は
必
ず
届
出
を

ー
届
出
は
同
日
以
内
に
|

た
と
え
ば
、
会
社
な
ど
の
社
会

保
険
に
加
入
さ
れ
て
も
、
届
出
が

な
い
と
国
保
側
で
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
保
険
証
が

2
通

交
付
さ
れ
て
い
る
状
態
に
な
り
、

国
保
税
も
か
か
っ
て
き
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り
ま
す

の
で
、
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
市

保
険
年
金
課
保
険
係
へ

、
必
ず
、

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

その他 国保をやめるとき 国保に入るとき

住所

死亡たきとし
生活蓄をるつけ

他市区町村

世需主

'̂ 
、... ー， 

氏名量わど 転き出たとし

ん

ιとー な

な
つ

来きてたと

と

きたと
事、ー

てコ つ つ

昌たと、.巴， 

つ

主たと』ー た志と、ー
きたと

印かん 印かん 印力ん、
印かん、力ん印、印かん 力ん印、印かん 印かん 力ん印、印かん 印かん 印力ん、力ん印、

保険証 保証険 保証険 保険証 保証険
年証書金

保険証 保険証 保証険 保霊

健保脱の離証明書

転出証明書
必

要

在学証書明

身分証す在明るも
母子健康手帳

な

保証険 も

の

の

血



+休日当番医
日 一 般 医

4日 大崎 医 院
(日) (北鬼江 ・24-0301) 

1(1日日) 扇 谷 医院
(友道 ・24-1355)

12日 魚津神経サナトリウム
伺) (江 口・22-3486)

1(8日日) 鈴 木 医院
(双葉町 ・24-8820)

2(5日日) 寺 崎 医院
(上口 ・22-3619)

3/(日3)日 魚津緑ヶE病院
(大光寺 .22-1567) 

日 -陸U L! 科 医

4日 吉岡歯科医 院
(日) (上市町'0764-73・0515)

11日 岩瞬歯科医院
(日) (立山町'0764-83-1118)

12日 網谷歯科医院
伺) (滑川市.0764・75-8400)

18日 岡田歯科医院
(日) (滑川市'0764-7ト2851)

2(5日日) 奥平歯科医院
(滑川市・0764-75-0277)

3/(日3)日 酒井歯科医院
(滑川市・0764-75-0159) 

新川地区

休日夜間急患医療センター

(黒部市消防署向側宮54-0731)
診療時間午後7時-11時
診療科目 内科・小児科・外科

思春期の子供をもっ

親のだめのセミナー
0日時 2月28日(水)

午後 1 時30分~4 時

o場所 魚津平安閑

0内容 講演とシンポジウム

講演 思春期に花開く子育て
一子供の心とむきあって-

講師 原田正文先生

(大阪府立こころの健康総合センタ-¥
小児思春期外来担当 精神科医 / 

ご自由に

参加ください

聞い合わせ先

魚津保健所

合 24-0359

問い合わせ先

魚津市健康センター包24-3999

-2E壷壇屋書IUF健康手帳

内 n合"'" 対 象 実施日 受付時間 之32bL、. 場

マターアイ(Aセコンータスー) 妊婦とその家族 23日働 9 : 00~ 9:30 健康センター

股関節脱臼検診 満 3か月児 1日件。
13 : OO~ 13:30 魚津保健所

4か月児健診 4か月児 8日側 13 : OO~ 13:30 

8か 月 児 健 診 8か月児 21日制 13 : 00~ 13:30 

23日働

健康センタ-
離乳食指導 8か月児 12 : 50~ 13:00 

1歳6か月児健診 1歳 6か月児 27日閃
13 : 00~ 13:30 

3歳 児 健 診 3歳 6か月児 7日tJ<) 1 3 : 00~ 14:00 魚津保健所

7日tJ<) 9 : 00~ 9:30 経団保育園

未就園児と 7日制
9 : 00~ 9:30 西布施保育園

育児サロン
その家族 9日⑥

9 : 30~ 10:00 健康センター

21日制 9 : 00~ 9:30 野方保育園

青島すくすくサロン 同 上 20日閃 9 : 45~ 10:00 青島3区公民館

ー司直理E書 官 予診票、母子手帳

対象疾病 対象年齢 実施日 該当 地区

日 本 脳 炎 生後36か月-60か月 2日働 道下、上野方

ツベルクリン反応検査 生後 21日制 8か月児健診時に行し、ます。

BCG接種 8 か月 ~48か月 23日働 離乳食指導を行います。

(注)以上の予防接種は、すべて健康センターで行います。受付時間は13:30-14:00です。

麻しん(はしか)

内

機 能

健康運動相談会

所定の医療機関で受けてください。

風しんは、麻しん接種の後に受けてくださし、。

実施日 時 間

E5日附・ 29日偏 9 : 30~ 11 :30 
会場:健康センター

電話でお申し込みく

ださし、。15日側 山O~16:30 

あなたの健康を守るため「、ー ・ーー

地区健康相談番
内容 健診結果や健康生活 ・栄

三=E』L 場 実施日 受付時間 Z=EL L 場 実施日 受付時間

石垣公民館
1日(木)

9 : 30~ 10:00 木下新公民館 21日(水) 9 : 30~ 10:00 

上野方公民館 13:30~ 14:00 石垣新公民館 9 : 30~ 10:00 
奥東城公民館 9 : 30~ 10:00 友道4区公民館

23日(金)
13 : 30~ 14:00 

片貝公民館
6日(火)

13 : 30~ 14:00 下中島公民館 26日(月) 13 : 30~ 14:00 
経酎鼠止センター

13日(火)
9 : 30~ 10:00 松倉公民館 27日(火) 10 : OO~ 10:30 

経由公民館 13 : 30~ 14:00 東 山公 民館 9:30~ 10:00 
大町公民館 15日(木) 9 : 30~ 10:00 村木公民館

29日(木)
13 : 30~ 14:00 

道下公民館 20日(火) 9 : 30~ 10:00 費用/無料健康手帳をご持参ください

自
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14fJ 木山は、桃山辺1f)J公 I~tl の点|布、約400m のところにある

小l奇い丘陵地である 。かつて、そこは天然のスキーj坊であ

った。冬、'ー11・カt・li年るとイモ何uが:'lOOmむ[のなだらかなゲレン

デに変わ った。

~I j~ 点は 昭和]30年， jíj 後のものである 。 IIR利 33年に大谷スキ

ー場ができるまで、小 ・中学校のス キー大会が行われてい

たというから 、 その II:~': の風景であろうか。 ス キーの似は竹

裂のものが主に使われ、長靴にノ¥チンコと 言われた令!4で

止めた。1410J木山に|民 らず、あち こちにで きた天然のス キー

J揚カf寸土供たちのjlitびj坊!升にな った。

今 、 桃山起動公 I~il ではソリなどで遊ぶ家政連れの姿が比

られる 。林j丘?fい、に少し Jiを伸ばせば‘、カモシカやウサギ

などの姿を 比ることも あるだろう 。遠山をし、人込みにも

まれる必要はない o ~;II'(~ホなどで変わ ったとはいえ 、ち ょっ

と目を転じれば、本当に身近なところで冬を楽しむことカt

で‘きるのだJ

-
局
後
己

五刈
V
4
E
1」ム
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闘機…………………
………
一
本
泌
総
…
幽

1
月
日
日
成
人
式
の
会
場
で
、

何
人
か
の
新
成
人
に
、
魚
津
の
印

象
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

「
自
然
は
す
ば
ら
し
い
が
、
ま

ち
に
活
気
や
刺
激
が
な
い
。
も
っ

と
若
者
に
魅
力
あ
る
ま
ち
に
」
。

ほ
と
ん
ど
の
新
成
人
か
ら
返
っ
て

き
た
言
葉
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
魚
津
を
背
負
っ
て

い
く
若
者
た
ち
。
そ
し
て
、
魚
津

の
ま
ち
を
活
気
づ
け
る
の
は
、
若

者
た
ち
で
す
。
そ
の
限
り
な
い

パ

ワ
ー
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
I
)
 

県
高
校
総
体
ス
キ
|
競
技
会
で
、

山
田
慎
一
君
が
大
回
転
、
回
転
競

技
で
優
勝
し
ま
し
た
。
昨
年
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
に
続
く
活
躍
を

期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
山
田
君
が
所
属
し

て
い
た
の
が
魚
津
ジ
ュ

ニ
ア
レ
|

シ
ン
グ
チ
l

ム
。
例
年
は
大
谷
ス

キ
l
場
で
練
習
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
雪
不
足
で
極
楽
坂
ス
キ
ー

場
へ
夜
、
週
2
回
出
か
け
て
い
ま

す
。
送
迎
だ
け
で
も
大
変
だ
ろ
う

と
、
指
導
に
あ
た

っ
て
い
る
方
々

の
苦
労
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
苦
労
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
山
田
君
の
よ
う
な
選
手
も

虫
同
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
同
チ
ー
ム

に
限
ら
ず
、
い
ろ
ん
な
ク
ラ
ブ
や

1
月
幻
日
に
行
わ
れ
た
雪
ま
つ
り

な
ど
の
行
事
に
し
て
も
、
多
く
の

方
の
無
償
の
努
力
が
そ
の
活
動
を

支
え
て
い
ま
す
。
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